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症例のうち、術前に頚動脈 MRI T1 長軸像、短軸像を施行した 70 例を対象と
した。Expansive remodeling ratio(ERR)を T1長軸像上において「内頚動脈最
狭窄部の頚動脈径とプラーク遠位部正常内頚動脈径の比」と定義した。 相対的
プラーク筋信号比(rSI)を T1 短軸像において計算し、対象症例を 4 群に分けた
(Group A = rSI ≥ 1.40かつ ERR ≥ 1.66; Group B = rSI< 1.40かつ ERR ≥ 1.66; 
Group C = rSI ≥ 1.40 かつ ERR < 1.66; and Group D = rSI < 1.40かつ ERR < 
1.66.)。それぞれのグループでの 6か月以内の脳虚血イベントについて後方視的
に検討した。 
結果； 70例のうち虚血イベントは、Group A 17例(74%)、Group B 6例（43%）、
Group C 7例（44％）、Group D 6例（35％）で認められ、Group Aは Group 
D に比べて有意に多かった。（p=0.01）また Group A は Group B (p=0.058)
と Group C (p=0.056)と比べても多い傾向が認められた。 




















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 31 年 3 月 7 日実施の論文内容とそれに
関連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
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